
令和4年度
養介護施設従事者等による高齢者虐待に関する新潟市の状況（R5.3.31現在）

①相談・通報者 ｎ＝13

②相談・通報件数及び虐待の事実が認められた件数（虐待の判断が年度を跨いだ1件を含む）
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・「相談・通報者」は15件（うち2件は複数から）で、そのうち「施設等管理者」が9件で、最も多
い。
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・「虐待の事実が認められた件数」は7件で、うち特別養護⽼⼈ホームが5件と最多。
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③虐待種別の内訳（複数選択あり） n＝7

④虐待種別ごとの被虐待者の内訳（複数選択あり） ｎ＝7
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人数 5 0 0 0 2

0

1

2

3

4

5

6

人

数

・「被虐待者」の⼈数の内訳としても、「身体的虐待」が最も多い。
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・「身体的虐待」が最も多い。
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⑤被虐待者の性別 ｎ＝7

⑥被虐待者の年齢 ｎ＝7

男 女

人数 4 3

0

1

2

3

4

5

人
数

・「被虐待者」の「性別」で⾒ると、男性の⽅が多い。

65歳未満 65歳～69歳 70歳～79歳 80歳～89歳 90歳～99歳 100歳以上
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・「被虐待者」の「年齢」で⾒ると、「90歳代」が最も多い。
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⑦被虐待者の要介護度 ｎ＝7

⑧被虐待者の認知症の有無 ｎ＝7

自立 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５
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・「被虐待者の認知症の有無」は、「認知症⾃⽴度Ⅲ」が最も多い。

・「被虐待者」の「要介護度」で⾒ると、「要介護3」が最も多い。
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⑨虐待の発生要因(複数選択あり） ｎ＝7

⑩本市がおこなった対応状況(複数選択あり） ｎ＝7
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・「虐待の事実が認められた」7施設に対して、本市が⾏った処置などを記載。

・「虐待の事実が認められた」7施設について、虐待の発生要因と考えられるものを記載。
・虐待者個⼈に起因する事例が多かった。
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